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キャリア支援センター開所式及びオープニングセレモニーについて

概 要
九州大学は、九州大学キャリア支援センター（ ）を学内に設置し、学内のポスドク等をQCAP

、 、対象として各種マネジメント教育コース 求人求職マッチング等のサービスを提供することで
専門的能力に優れた人材が社会で幅広く活躍することを支援します。
センターの発足に当たり、下記のとおり開所式及びオープニングセレモニーを開催し 「ポス、

トドクター 万 千人時代 のキャリアパス」と題したパネルディスカッション等を行います。1 5
１．開所式

日時 平成１８年７月２７日（木）１４：００～１４：２５
場所 箱崎理系地区２１世紀交流プラザⅠ
オープニングセレモニー２．
日時 平成１８年７月２７日（木）１４：３０～１６：３０
場所 工学部本館大講義室

■背 景
第１期科学技術基本計画において、わが国の研究開発能力を強化すべく「ポストドクター等１万人

支援計画」が盛り込まれて以来、ポストドクトラル研究者層の充実・強化が図られてきました。しか
しながら増大したポスドク等の高い専門能力を充分に活用する場の整備が追いつかず、今日のポスド
ク過剰・就職難の問題を生じ、大きな社会的損失となっています。
そこで、文部科学省は第３期科学技術基本計画において「科学技術関係人材のキャリアパス多様化

促進事業」を打ち出し、ポスドク等の高度な専門性を有する人材がアカデミック領域以外の場におい
て活躍するための環境整備に着手しました。本事業には、全国８機関（北海道大学、東北大学、独立
行政法人理化学研究所、早稲田大学、名古屋大学、大阪大学、山口大学、九州大学）が採択され、本
年度から３年間の計画でそれぞれ活動を実施します。

、 、九州大学においてもポスドク等を学内に約８００名抱えており 早急な対策が必要と考えていた折
本事業に採択されました。これをきっかけに、ポスドク等高度な専門性を有する人材を活用するため
のシステムを構築し、長期的に取り組んでいく予定です。

■内容及び効果
九州大学は、日本レコードマネジメント株式会社、麻生教育サービス株式会社、シュタインバイス

、 、 （ ）グループ 財団法人九州システム情報技術研究所と連携し 九州大学キャリア支援センター QCAP
を学内に設置しました。 では九州大学内に在籍等しているポスドク等を対象として、グループQCAP
学習（キャリアデザイン講座 、カウンセリング（キャリア設計 、各種マネジメント教育コース、イ） ）
ンターンシップ、求人・求職マッチング等のサービスの提供を開始します。このような「統合的能力
向上プログラム」を実施することにより、ポスドク等が本来有する高度な専門性に加え、統合的能力
（各種マネジメント能力、コミュニケーション能力等）が身に付き、社会における活躍の場が拡大す
るものと期待しています。
センターの発足に当たり、７月２７日（木）の午後２時から箱崎理系地区２１世紀交流プラザⅠに

おいて開所式を行った後、同日の午後２時３０分から工学部本館大講義室においてオープニングセレ
。 （ ）モニーを開催します 開所式では金山克己氏 日本レコードマネジメント株式会社代表取締役副社長

から来賓挨拶を賜り、その後キャリア支援センターの事業説明及び看板掛けを行います。また、オー
プニングセレモニーでは梶山千里 九州大学総長 から開会挨拶を申し上げ 来賓挨拶に錦泰司氏 文（ ） 、 （
部科学省科学技術・学術政策局基盤政策課）をお招きしています。そしてキャリア支援センター活動
説明及びスタッフ紹介を行った後 「ポストドクター 万 千人時代のキャリアパス」と題したパネル、 1 5
ディスカッションを行います。パネリストとして、古野金廣氏（麻生教育サービス株式会社代表取締
役社長 、小堀幸彦氏（株式会社シュタインバイス・ジャパン代表取締役社長 、庵原昇氏（新日鉄ソ） ）



リューションズ株式会社社会・科学ソリューション事業部長 、山田耕路（九州大学教育担当理事・副)
学長、キャリア支援センター長）他をお招きし、現在のポスドクを取り巻く状況の根本的な問題点や
高度な専門的能力に優れた人材が社会で幅広く活躍するにはどのような環境整備が必要か等について
ディスカッションしていただきます。

■今後の展開
センター開所式後は、まず、グループ学習を８月に行い、各種マネジメント教育コースを１０月か

ら開講する予定です。文部科学省からの委託期間（３年）内にポスドク等の情報集約、各種環境・シ
ステムの整備を行います。３年間の委託期間終了後も自主運営し、継続的にサービスの提供を行って
いく予定です。

【用語解説】
ポストドクター、ポスドク
ポスト・ドクトラル・フェローの略で、博士号取得後定職を持たず、大学、国立試験研究機関等

において任期付で研究を行っている者を指します。
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